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（1）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年1月期第1四半期 5,523 △2.1 236 △53.8 235 △53.9 142 △68.5

2026年1月期第1四半期 5,638 8.7 512 46.3 510 41.7 453 80.6

（注）包括利益 2027年1月期第1四半期 160百万円（△75.5％） 2026年1月期第1四半期 656百万円（135.3％）

1株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
1株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年1月期第1四半期 14.25 14.18

2026年1月期第1四半期 45.48 45.13

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年1月期第1四半期 28,012 17,817 63.2

2026年1月期 28,155 17,957 63.4

（参考）自己資本 2027年1月期第1四半期 17,704百万円 2026年1月期 17,852百万円

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年1月期 － 0.00 － 30.00 30.00

2027年1月期 －

2027年1月期（予想） 0.00 － 30.00 30.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,500 3.1 700 △38.4 750 △36.7 460 △51.8 46.07

1．2027年1月期第1四半期の連結業績（2026年2月1日～2026年4月30日）

（2）連結財政状態

2．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

3．2027年1月期の連結業績予想（2026年2月1日～2027年1月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年1月期1Ｑ 10,729,370株 2026年1月期 10,729,370株

②  期末自己株式数 2027年1月期1Ｑ 731,003株 2026年1月期 731,003株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2027年1月期1Ｑ 9,998,367株 2026年1月期1Ｑ 9,961,842株

※  注記事項

（1）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は添付資料8ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：有

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（4）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等将来に関する記述は、本資料の発表日現在における経済環境や事業計画等に

基づいて作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

なお、業績予想に関する事項につきましては、添付資料3ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連

結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、所得水準の改善による底堅い個人消費や旺盛なインバウンド

需要、好調な企業業績等に支えられ、緩やかな回復基調で推移いたしましたが、円安や原油高、構造的な労働力不

足等による物価高騰に加え、中東情勢の不安定化など、国際的な緊張の高まりに伴う資源・エネルギー不足、サプ

ライチェーンの混乱など、引き続き日本経済や国民生活への影響が懸念される状況にあります。

当社グループの事業領域においては、通販市場の売上高は1998年度以来、2024年度まで26年連続で拡大（公益社

団法人日本通信販売協会の市場調査による）するものの、社会のデジタル化の進展による紙媒体の構造的な需要減

少や、2024年10月に実施された郵便料金の改定により、郵便取扱数量の減少幅が拡大するなど、引き続き不透明な

環境が想定されております。

このような状況の中、当社グループは、「潤創（じゅんそう）～社会と人生に潤いを創造する～」を経営理念で

ある「IMURA PHILOSOPHY STRUCTURE」の起点に掲げ、「変革とイノベーション（革新）のさらなる加速により強固

な事業基盤を構築し、持続的成長軌道の確立と企業価値の一層の向上を図る。」を基本方針とする中期経営計画

「IMURA VISION 2030 StageⅡ」（2024年度から2026年度）のもと、ビジネス拡大に努めてまいりました。

当社グループは、通販市場の成長、脱プラスチックの流れを受けた紙素材の需要変化をビジネスチャンスと捉

え、中核事業であるパッケージソリューション事業において、包材・商品パッケージ分野向け商材の投入を積極的

に推進するなど、新たな領域の取込みにも着手し、事業基盤の強化に取り組んでおります。

また、奈良新庄工場の対面地に増設いたしました第２工場が今年２月から稼働となり、西日本地区におけるパッ

ケージソリューション事業及びメーリング＆デジタルソリューション事業の機能をこの第２工場に集約いたしまし

た。これにより、生産能力の増強並びに事業間シナジーの創出を図るとともに、顧客ニーズへの対応力の向上及び

中長期的な成長基盤の強化に取り組んでおります。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、商品パッケージの売上拡大が進むものの前期に受託した官公

庁需要剥落の影響が大きく、55億23百万円（前年同期比2.1％減）となりました。損益面につきましては、新工場

稼働に伴う償却費負担の増加を主因に、営業利益は２億36百万円（前年同期比53.8％減）、経常利益は２億35百万

円（前年同期比53.9％減）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、前期は制度見直し

により一時的に発生した退職給付制度改定益を計上していたこともあり、１億42百万円（前年同期比68.5％減）と

なりました。

なお、EBITDA（利払い前・税引き前・減価償却前利益）につきましては、中間連結キャッシュ・フロー計算書の

開示の際に、第２四半期（中間期）決算短信にて報告することといたします。

セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

（パッケージソリューション事業）

商品パッケージ分野において、開発商品の拡販が進むものの、前期に受託した国勢調査等の官公庁需要の反動減

により、売上高は38億89百万円（前年同期比1.0％減）となりました。損益面では、新工場稼働に伴う償却費負担

の増加や材料価格の上昇等、原価率の上昇を主因に、営業利益は２億８百万円（前年同期比48.2％減）となりまし

た。

（メーリング＆デジタルソリューション事業）

既存サービスにおける大口企画の案件手控えの動きがある中で、官公庁需要剥落の影響も加わり、売上高は９億

80百万円（前年同期比20.1％減）となりました。損益面では、原価率の改善は進むものの、減収の影響を吸収する

には至らず、営業利益は４百万円（前年同期比97.2％減）となりました。

（その他）

海外子会社においては新規取引先の開拓を進め、国内子会社においては材料価格の上昇に伴う価格改定を実施し

ております。これに伴い、改定前の駆け込み需要が発生したことなどから、売上高は６億53百万円（前年同期比

35.3％増）となりました。損益面では、海外子会社において進めております事業基盤の再構築に向けた取組みが奏

功し、営業利益は24百万円（前年同期は71百万円の営業損失）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（総資産）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ１億43百万円減少して280億12百万円となり

ました。これは主に、現金及び預金が減少したことによるものです。
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（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ４百万円減少して101億94百万円となりまし

た。これは主に、電子記録債務、短期借入金が減少したことによるものです。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ１億39百万円減少して178億17百万円となり

ました。これは主に、利益剰余金が減少したことによるものです。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ0.2ポイント低下して63.2％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月12日に公表いたしました連結業績予想から変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年１月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,669 2,184

受取手形及び売掛金 3,510 3,478

電子記録債権 639 545

商品及び製品 680 776

仕掛品 255 344

原材料及び貯蔵品 771 1,002

その他 567 635

貸倒引当金 △12 △12

流動資産合計 9,083 8,953

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,829 5,750

機械装置及び運搬具（純額） 2,302 2,846

土地 4,431 4,431

その他（純額） 826 343

有形固定資産合計 13,389 13,372

無形固定資産

のれん 755 744

その他 108 123

無形固定資産合計 863 867

投資その他の資産

投資有価証券 1,279 1,323

退職給付に係る資産 2,244 2,251

その他 1,299 1,247

貸倒引当金 △4 △4

投資その他の資産合計 4,819 4,818

固定資産合計 19,072 19,058

資産合計 28,155 28,012

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年１月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年４月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,153 1,582

電子記録債務 835 126

短期借入金 4,041 999

１年内返済予定の長期借入金 95 660

未払法人税等 215 103

賞与引当金 529 782

その他 1,654 1,178

流動負債合計 8,524 5,432

固定負債

長期借入金 704 3,785

退職給付に係る負債 125 126

資産除去債務 131 131

その他 712 719

固定負債合計 1,673 4,762

負債合計 10,198 10,194

純資産の部

株主資本

資本金 1,197 1,197

資本剰余金 1,394 1,394

利益剰余金 14,036 13,879

自己株式 △493 △493

株主資本合計 16,135 15,978

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 650 680

為替換算調整勘定 △80 △65

退職給付に係る調整累計額 1,147 1,111

その他の包括利益累計額合計 1,716 1,726

新株予約権 21 21

非支配株主持分 83 91

純資産合計 17,957 17,817

負債純資産合計 28,155 28,012
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年２月１日
　至　2025年４月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年２月１日
　至　2026年４月30日)

売上高 5,638 5,523

売上原価 4,046 4,165

売上総利益 1,592 1,357

販売費及び一般管理費 1,080 1,121

営業利益 512 236

営業外収益

受取利息 0 0

受取賃貸料 9 9

売電収入 2 2

その他 11 15

営業外収益合計 24 27

営業外費用

支払利息 8 19

賃貸費用 8 8

売電費用 1 1

その他 8 0

営業外費用合計 26 29

経常利益 510 235

特別利益

固定資産売却益 17 0

退職給付制度改定益 88 －

助成金収入 30 －

特別利益合計 136 0

特別損失

固定資産除却損 0 2

関係会社株式売却損 3 －

特別損失合計 3 2

税金等調整前四半期純利益 643 233

法人税等 215 83

四半期純利益 427 149

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△25 7

親会社株主に帰属する四半期純利益 453 142

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

- 6 -

株式会社イムラ(3955)2027年１月期　第１四半期決算短信



（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年２月１日
　至　2025年４月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年２月１日
　至　2026年４月30日)

四半期純利益 427 149

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 0 30

為替換算調整勘定 △63 16

退職給付に係る調整額 292 △36

その他の包括利益合計 228 10

四半期包括利益 656 160

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 689 151

非支配株主に係る四半期包括利益 △33 8

（四半期連結包括利益計算書）

- 7 -

株式会社イムラ(3955)2027年１月期　第１四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

（税金費用の計算方法の変更）

従来、税金費用につきましては、簡便的な方法により計算しておりましたが、四半期決算に迅速かつ効率的に対

応するため、当第１四半期連結会計期間より連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税

率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法に変更しております。

なお、この変更による影響は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

税金費用につきましては、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2025年２月１日

至　2025年４月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2026年２月１日

至　2026年４月30日）

減価償却費 190 279

のれんの償却額 21 23

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

パッケージ
ソリューション

事業

メーリング＆
デジタル

ソリューション
事業

計

売上高

一時点で移転される

財又はサービス
3,928 1,190 5,119 482 5,602 － 5,602

一定期間にわたり移

転される財又はサー

ビス

－ 36 36 － 36 － 36

顧客との契約から生

じる収益
3,928 1,227 5,155 482 5,638 － 5,638

その他の収益 － － － － － － －

外部顧客への売上高 3,928 1,227 5,155 482 5,638 － 5,638

セグメント間の内部

売上高又は振替高
85 12 98 3 101 △101 －

計 4,014 1,239 5,254 486 5,740 △101 5,638

セグメント利益又は損

失（△）
402 171 573 △71 501 10 512

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2025年２月１日　至　2025年４月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１　その他には、以下の事業が含まれております。

医療機関用印刷物及び医療機関用諸物品の販売

紙器、段ボール箱及び包装用品の製造販売

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引の消去であります。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

パッケージ
ソリューション

事業

メーリング＆
デジタル

ソリューション
事業

計

売上高

一時点で移転される

財又はサービス
3,889 935 4,824 653 5,478 － 5,478

一定期間にわたり移

転される財又はサー

ビス

－ 45 45 － 45 － 45

顧客との契約から生

じる収益
3,889 980 4,869 653 5,523 － 5,523

その他の収益 － － － － － － －

外部顧客への売上高 3,889 980 4,869 653 5,523 － 5,523

セグメント間の内部

売上高又は振替高
100 1 102 2 104 △104 －

計 3,990 981 4,972 655 5,627 △104 5,523

セグメント利益 208 4 213 24 237 △0 236

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2026年２月１日　至　2026年４月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１　その他には、以下の事業が含まれております。

医療機関用印刷物及び医療機関用諸物品の販売

紙器、段ボール箱及び包装用品の製造販売

２　セグメント利益の調整額は、セグメント間取引の消去であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。
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